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【愛媛産業保健総合支援センターの役割】 

＜＜治療と仕事の両立支援＞＞ 
 ・専門の相談員を配置し、以下のような支援を行っている。 
 
●事業者等に対する啓発セミナー  

厚生労働省から示された「事業場における治療と職業生活の両立支援のためのガイドライ

ン」の普及・啓発を目的としたセミナー・研修会を、希望する事業者等に実施。 

 
●産業医、産業保健スタッフ、人事労務担当者に対する専門的研修 

 

●両立支援に取り組む事業場への個別訪問指導  

事業所からの依頼を受けて、両立支援の専門家である両立支援促進員が、事業場を訪問

し、治療と職業生活の両立支援に関する相談対応や制度導入の支援、管理監督者・労働者

を対象とした教育等を実施。  

 

●患者（労働者）と事業者の間の個別調整支援等 

両立支援促進員が事業場を訪問し、個別の労働者（患者）の健康管理に関する助言や仕

事と治療の両立に関する支援を事業所に行う。また両立支援プラン・職場復帰支援プランの

作成を助言する。（この支援の実施には、患者（労働者）ご本人の同意が必要）  

 

●相談対応  

 【産業保健総合支援センター】 

当センターの２名の産業保健相談員（保健師、カウンセラー）が、治療と職業生活の両立支

援やそれに関連した相談に対応。  

毎月第１・３水曜日 ９時～１２時（両立支援 / カウンセリング）  

毎月第２・４木曜日 １３時～１６時（両立支援 / 産業保健指導・産業看護）  

 

【四国がんセンター出張窓口】 

当センターの両立支援促進員（社会保険労務士）が、治療と職業生活の両立支援に関す

るご相談に対応。（利用は、直接患者・家族総合支援センターの受付に申し込む）  

対象：労働者（患者）とその家族、事業者等  

日時：毎月第1金曜日・第３水曜日  １０時～１３時  

場所：四国がんセンター 患者・家族総合支援センター「暖だん」内  
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【愛媛労災病院相談窓口】 

労災病院の担当スタッフ（医療ソーシャルワーカー等）が、治療と職業生活の両立支援に

関する相談に対応。（ご利用は、直接治療と就労相談窓口の受付に申し込む）  

対象：労働者（患者）とその家族、事業者等  

日時：面談（平日 ９時～１６時 ）＊要予約 

    電話（平日 ９時～１７時） 

場所：愛媛労災病院 治療と就労相談窓口 内 

 

●各種セミナー・講演 の実施（実績） 

 ・産業保健セミナー 

平成２９年８月８日    「疾病と共存する働き方、生き方」  

平成２９年９月２５日   「治療をしながら安心して働ける職場づくりのために」 

平成２９年１１月２２日  「がん医療の動向と就労支援について」 

 

 ・衛生管理者交流会 

平成２９年８月３０日   「がん治療と仕事の両立支援について」 

平成２９年１０月２６日  「治療と仕事の両立支援について」 

・医師会 

 平成３０年１月２３日   「治療と仕事の両立支援」  

愛媛産業保健総合支援センター  所長 園田 順二 

（今治市医師会  産業医研修会） 

・その他 

 平成３０年６月４日    「産保センターにおける両立支援・病院との連携について」 

                 両立支援推進委員会（愛媛労災病院） 

 平成３０年６月６日    「産保センターにおける両立支援について」 

                 全国安全衛生週間実施要綱説明会（四国中央市） 

 平成３０年６月２９日   「産保センターにおける両立支援について」 

                 松山市高齢者福祉施設連絡会（松山市） 



平成３０年度  治療と仕事の両立支援に係る取組み状況（周知・啓発等）

＜周知・啓発＞ （４月～６月）

●治療と仕事の両立支援カード等送付

・県下各医療機関（主に内科・外科等）

・県下各産業医へ（地産保担当）－本部作成分

・労働局・各労働基準監督署ー本部作成分

・四国がんセンター

●各機関へのチラシ等配付（チラシ2種類）

・労働局・各労働基準監督署

・各保健所

・県内各がん相談支援窓口のある病院

・県推進チーム

●イベントによる周知活動

・看護の日（がんセンターと）
（Ｈ３０年５月９日（水））

　エミフルまさき

・全国安全週間概要説明会
（Ｈ３０年６月６日（水））

四国中央市

・受付時に産保センターのご案内資料を配布

・全国安全週間概要説明会
（Ｈ３０年６月８日（金））

松山市

・全国労働週間概要説明会 今後予定

・ノーダン運動関連イベント・会議等 今後予定

２４０枚

４８０枚

４２０枚

四国がんセンターさんの、がん検診啓発に協賛して、当センターの「仕事と治療の両立支援」の周知・啓発を
行うためにブースを開設した。
・両立支援カードの配布と随時相談窓口の開設
・ポスター掲示とビデオ上映
・相談件数１件（今後の仕事復帰について）
・カード配布３００枚

・受付時に産保センターのご案内資料を配布　⇒相談１件あり。（治療と仕事の両立支援についての進め方
を説明）

９，１００枚

８６５ヶ所　８６，５００枚

５４ヶ所　約２０，０００枚

６ヶ所　２，４００枚
カード２，８００枚
ホルダー１０個


